
鶴
岡
市
は
、
新
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
度
に
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

事
業
手
法
は
「
民
設
民

、

営
」
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
検

討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
鶴
岡
セ
ン
タ
ー

は
「
公
設
直
営
」
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
は
「
公
、

共
施
設
の
整
備
に
、
民
間

の
資
金
と
経
営
能
力
・
技

術
能
力
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
実
施
さ
れ
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
民
間
の
利
益

追
求
が
優
先
さ
れ
、
働
き

手
を
非
正
規
に
置
き
換
え

る
こ
と
に
な
り
、
公
的
責

任
が
後
退
し
ま
す
。

「
国
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で

２
３
６
７
件
の
不
適
切
業

務
、
給
食
へ
の
異
物
混
入

や
４
割
が
使
え
な
い
駐
車

場
も
（
日
経
ク
ロ
ス
テ
ッ

」

）

、

ク

年
６
月
１
日
な
ど

21

。

失
敗
例
が
多
く
あ
り
ま
す

給
食
施
設
の
建
設
・
管

理
を
民
間
丸
投
げ
す
る
Ｐ

。

Ｆ
Ｉ
方
式
に
は
反
対
で
す

将
来
は
、
櫛
引
、
朝
日

な
ど
他
セ
ン
タ
ー
の
統
合。

も
進
め
る
と
し
て
い
ま
す

経
済
性
や
効
率
性
が
優

先
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

喜
ぶ
給
食
か
ら
遠
く
な
り

ま
す
。

、

新
セ
ン
タ
ー
で
は
な
く

自
校
方
式
に
転
換
し
、
給

食
発
祥
の
地
と
し
て
、
日

本
一
の
給
食
を
実
現
し
、

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ

る
ま
ち
の
チ
ャ
ン
ス
に
す

べ
き
で
す
。

2023年 月 日９ ３
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ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

日
向
三
右
衛
門
の
こ
と

豊
栄
村
の
豪
農
日
向
三

右
衛
門
は
、
八
栄
島
村
誕

生
ま
で
大
き
な
影
響
が
あ

っ
た
の
で
、
三
右
衛
門
家。

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い

明
智
光
秀
に
近
い
後
裔

の
三
左
衛
門
と
名
乗
っ
て

い
た
が
、
文
政
年
間
に
三

右
衛
門
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
藩
主
酒
井
左
衛
門
尉
を

憚
っ
て
三
右
衛
門
に
な
っ

は
ば
か

た
よ
う
で
あ
る
。

明
治

年
家
督
を
継
ぎ

16

社
会
事
業
家
と
し
て
知
ら

れ
、
北
海
道
士
別
市
に
日

向
農
場
を
開
墾
し
入
植
さ

せ
た
。
現
在
士
別
市
に
日

、

、

向
温
泉
日
向
ス
キ
ー
場

日
向
公
園
、
日
向
神
社
、

開
拓
記
念
碑
が
あ
る
。

碑
文日向

農
場
ハ
明
治
三
十

五
年
山
形
県
庄
内
ノ
人
貴

族
院
議
員
日
向
三
右
衛
門

同
衆
議
院
議
員
斉
藤
良
輔、

両
氏
ノ
奔
走
ニ
ヨ
リ
誕
生

日
向
氏
農
場
主
ト
ナ
リ
、

同
郷
士
久
松
栄
作
氏
支
配

人
ト
シ
テ
奔
走
セ
リ
、
山

形
県
庄
内
地
方
ヨ
リ
三
十

数
戸
移
住
入
植
ス
。
当
時

ハ
人
跡
未
到
ノ
地
ニ
シ
テ

楡
ヤ
チ
ダ
モ
等
ノ
大
木
天

ニ
レヲ

摩
シ
昼
尚
暗
ク
背
丈
ヲ

マ

、

没
ス
ル
荊
棘
ウ
ッ
蒼
タ
リ

イ
バ
ラ

ソ
ウ

入
植
ノ
人
々
ハ
日
夜
千
辛
セ
ン
シ
ン

万
苦
鋭
意
開
拓
ニ
励
ミ
タ

マ
ン
ク

リ
、
土
地
肥
沃
ナ
ル
モ
天

塩
川
ノ
氾
濫
毎
年
ノ
如
ク

交
通
ハ
道
路
モ
不
備
渡
船

ヲ
用
イ
ル
等
不
便
ニ
シ
テ

危
険
、
農
産
物
物
資
ノ
運

搬
等
困
難
ヲ
極
メ
タ
リ
、

（
ー
以
下
略
ー
）

久
松
栄
作
氏
は
添
川
出

身
で
あ
る
。

豊
栄
出
身
の
日
向
康
吉

氏
（
名
誉
市
民
）
が
、
訪

問
調
査
し
て
く
れ
た
。
友

好
都
市
名
寄
市
の
隣
で
あ

る
。

八
栄
島
村
の
新
村
造
成

田
川
郡
の
中
心
地
に
位

置
し
、
交
通
の
便
も
恵
ま

れ
、
特
に
富
裕
な
資
産
が

あ
る
訳
で
も
な
か
っ
た
の

に
「
新
村
造
成
願
」
が
請

、
願
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

他
町
村
に
は
こ
の
よ
う、

な
請
願
が
な
か
っ
た
の
に

当
村
に
は
そ
の
資
料
が
あ

っ
た
の
は
貴
重
で
あ
る
。

「
新
村
造
成
立
之
儀
ニ

付
願
」
を
要
約
す
る
と
、

本
県
に
於
い
て
は
、
来

た
る
明
治

年
４
月
を
期

22

、

、

し
新
制
度
施
行
の
た
め

特
に
委
員
を
設
け
て
、
新

村
造
成
等
の
取
調
べ
を
し

た
と
こ
ろ
、
各
村
に
お
い

て
こ
れ
を
許
諾
し
、
基
礎

ま
さ
に
確
定
せ
ん
と
す
。

基
調
査
に
よ
れ
ば
、
長

沼
、
小
中
島
、
八
色
木
、

豊
栄
の
４
ヶ
村
連
合
を
分

割
し
、
小
中
島
を
藤
島
村

に
、
八
色
木
村
と
豊
栄
村

の
２
ヶ
村
を
長
沼
村
に
連

結
し
て
、
各
新
村
を
造
成

せ
ん
と
欲
す
る
計
画
な
り

き
。
是
れ
小
中
島
と
八
色

木
、
豊
栄
の
３
ヶ
村
民
等

服
す
る
に
あ
た
わ
ざ
る
に

よ
り
て
、
謹
ん
で
知
事
閣

下
に
請
願
す
る
も
の
で
あ

る
。

新
給
食
セ
ン
タ
ー

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
一
本
化

自
校
方
式
に
転
換
し
、
日
本
一
の
給
食
こ
そ

議会への主要事項説明会（令和5年8月18日）資料から



昨
年
５
月
に
議
会
選
出

の
監
査
委
員
に
な
り
、
８

月

、

日
に
秋
田
市
で

24

25

開
催
さ
れ
た
「
全
国
都
市

監
査
委
員
会
総
会
・
研
修

会
」
に
、
叶
野
明
美
代
表

監
査
委
員
と
、
初
め
て
出

席
し
ま
し
た
。

全
国
の
都
市
か
ら
約
１

３
０
０
人
の
出
席
で
、
会

場
は
満
杯
で
す
。

総
会
で
は
、
在
職
７
年

以
上
の
監
査
委
員
、
在
職

年
以
上
の
事
務
職
員
が

10表
彰
さ
れ
、
決
算
と
予
算。

の
承
認
の
後
研
修
会
で
す

講
演
は
「
監
査
委
員
監

、

査
の
更
な
る
充
実
強
化
に

向
け
て
」
と
第
し
て
、
大

阪
公
立
大
学
大
学
院
の
遠

藤
尚
秀
教
授
で
す
。

、

監
査
要
点
は
こ
れ
ま
で

①
合
規
性

②
正
確
性

③
経
済
性

④
効
率
性

⑤
有
効
性

の
５
つ
が
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
自
治
体
監
査

の
深
化
と
し
て
「
リ
ス
ク

、

・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
強
化。

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

「
リ
ス
ク
」
と
は
「
組
、

織
目
的
の
達
成
を
阻
害
す

る
要
因
」
の
こ
と
で
、
組

織
に
は
リ
ス
ク
が
付
き
物

で
、
そ
れ
を
洗
い
出
し
、

監
査
委
員
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
翌
日
の
分
科

会
で
は
「
内
部
統
制
に
依

、

拠
し
た
監
査
の
実
務
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
福
知
山

公
立
大
学
の
井
上
直
樹
教

授
が
講
演
。

内
部
統
制
は
、
首
長
が

組
織
内
に
構
築
し
、
リ
ス、

ク
判
断
と
回
避
等
を
進
め

内
部
統
制
評
価
報
告
書
を

作
成
し
、
監
査
委
員
が
審

査
す
る
仕
組
み
で
す
。

２
０
１
７
（
平
成

）
29

年
６
月
の
地
方
自
治
法
改

正
で
導
入
さ
れ
、
都
道
府、

県
と
指
定
都
市
に
義
務
化

そ
の
他
市
町
村
は
努
力
義

務
で
す
。

リ
ス
ク
に
重
層
的
に
対、

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

。

市
で
も
導
入
が
課
題
で
す

完
全
に
で
は
な
い
っ
て
こ

と
。
だ
か
ら
、

種
の
ど

62

ん
な
物
が
ど
れ
位
か
の
濃

度
は
有
な
ん
だ
。

▲
海
岸
か
ら
Ⅰ
㎞
先
に
薄

め
て
放
出
す
る
か
ら
害
が

な
い
と
い
っ
て
い
る
ん
だ

が
、
薄
め
て
も
毒
の
量
は

変
わ
ら
な
い
。
中
華
そ
ば

の
ツ
ユ
・
う
め
～
か
ら
と

薄
め
て
も
、
全
部
は
飲
む

な
よ
～
と
は
常
識
。

▲
こ
れ
が

年
続
く
ん
だ

30

っ
て
サ
。
そ
れ
は
廃
炉
の

完
了
が

年
先
だ
か
ら
だ

30

っ
て
。
事
故
か
ら

年
、

12

原
子
炉
に
穴
が
空
い
て
い

る
の
は
分
か
っ
て
い
な
が

ら
、
何
か
ら
ど
う
手
を
つ

け
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ね

ん
だ
。
手
を
つ
け
て
も
片

付
け
る
置
き
場
が
ね
～
ん

だ
。
そ
れ
で

年
ダ
ト
。

30

そ
の

年
は
何
時
か
ら
な

30

の
か
は
不
明
。

▲
外
国
か
ら
、
日
本
の
物

は
買
わ
な
い
の
声
が
増
え

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
れ
に
科
学
的
で
な
い
と

首
相
が
叫
ん
で
も
効
き
目

は
な
い
。
こ
れ
は
風
評
被

害
？
（
石
川
）

ま
た
２
つ
の
記
念
碑
が

あ
る
。
一
つ
は
、
議
事
堂

玄
関
前
に
あ
る
『
島
野
嘉

』（

）

作
氏
稲
作
改
良
碑
写
真

で
、
２
つ
は
明
治

年
９

14

月
明
治
天
皇
小
休
所
記
念

碑
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
近

代
の
歴
史
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。

な
お
郡
役
所
へ
の
通
り

の
両
側
に
、
百
年
は
経
っ

た
と
思
わ
れ
る
老
松
が
あ

り
、
史
跡
に
荘
重
を
与
え。

て
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い

な
お
最
下
段
の
変
則
５
角

形
は
池
を
示
し
て
い
る
。

配
置
図
は
『
保
存
修
理

（工
事
報
告
書
』
所
収
）

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

史
跡
配
置
図

、

、

い
て
述
べ
る
が
今
は
２

３
の
こ
と
に
留
め
る
。

一
つ
は
議
事
堂
東
面
の

３
室
の
付
属
棟
で
あ
る
。

昭
和

年
藤
島
電
気
事

13

業
組
合
に
よ
る
増
築
で
あ

り
、
史
跡
中
最
新
の
も
の

で
あ
る
。

組
合
は
史
跡
西
端
に
倉

庫
と
付
属
の
土
蔵
を
建
て

て
い
る
。
倉
庫
も
土
蔵
造

り
、
藤
島
地
区
の
土
蔵
文

化
に
日
を
当
て
る
で
あ
ろ

う
。

代
郡
役
所
（
第
６
大
区
区

務
所
）
も
所
在
と
思
わ
れ

る
。後

に
個
々
の
建
物
に
つ

処
理
水
も
汚
染
水

こ
れ
が
自
公
政
治
な
の

だ
。
と
い
う
の
は
、
話
し

合
い
の
約
束
を
守
る
と
い

う
世
の
中
の
当
然
が
彼
ら

に
は
な
い
と
い
う
事
だ
、

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

は
福
島
原
発
の
汚
染
水
の

放
出
の
件
。
汚
染
水
で
な

く
処
理
水
と
言
え
・
ダ
ト

▲
地
元
と
の
約
束
は
、
皆

さ
ん
の
同
意
を
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
海
に
は
流
し
ま

せ
ん
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
が
、

日
か
ら
福
島

24

原
発
の
処
理
水
と
称
す
る

水
を
流
し
始
め
た
ん
だ
。

▲
処
理
水
と
は
、
核
物
質

を
取
り
除
く
た
め
の
ア
ル

プ
ス
と
い
う
浄
化
施
設
を

通
過
し
た
水
の
こ
と
。
で

も
、
こ
の
浄
化
施
設
を
通

し
て
も
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
は

取
り
除
け
な
い
ん
だ
と
。

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
放
射

性
物
質
は
取
り
除
け
て
い

る
と
い
う
。
ほ
と
ん
ど
の

物
質
と
は

種
も
の
核
物

62

質
を
言
う
ん
だ
と
。
ほ
と

ん
ど
と
言
っ
て
い
る
か
ら

都
市
監
査
委

全
国
総
会

議
会
選
出
監
査
委
員

加
藤
鉱
一

左
配
置
図
の
中
央
下
段

は
郡
役
所
で
あ
る
。
こ
の

位
置
は
、
焼
失
し
た
２
代

目
郡
役
所
と
同
じ
で
、
初


